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今回の東北地方太平洋沖地震における仙台市域の地震動分布はこれから記録を回収分析する必要があるが、

速報として、東北大学・災害制御研究センターが観測を行っている１９７８年宮城県沖地震と同一観測点（仙

台駅前の住友生命ビル）における地震動特性、および１９７８年宮城県沖地震、２００５年宮城県沖地震の比

較について報告する。 

図１は今回の地震における同ビルの地下２階における観測記録の地震動特性として、３成分の加速度波形、

速度波形、および、フーリエスペクトルと応答スペクトル（トリパタイト）を示す。 

表１は今回の東北地方太平洋沖地震（Ｍ９．０）１９７８年宮城県沖地震（Ｍ７．４）、２００５年宮城県

沖地震（Ｍ７．２）の３成分の最大加速度を比較して示す。 

図２には、表１に示す３つの地震における南北方向の波形を比較して示す。また、図３には、３つの地震に

おける３方向成分の応答スペクトルを比較して示す。 

これらの図より、今回の地震動特性として以下のことが分かる。 

１） 継続時間が１８０秒程度と極めて長く、波形の包絡形状は２つの大きな波群とそのあとにさらに２つの

波群がみられる。 

２） 今回の地震では１秒付近と３秒付近に卓越周期成分が見られる。 

３） 今回の地震では１．５秒付近より短周期成分は南北成分の方が大きい。 

４） 今回の地震では３秒付近の周期成分は東西方向が南北方向よりかなり大きい。 

１９７８年宮城県沖地震との比較では、以下のことが分かる。 

５）１．５秒以下の周期成分は１９７８年の宮城県沖地震より大きい。１秒付近では２割増、０．５秒付近

では２倍程度大きい。 

６）３秒付近の周期成分は１９７８年の地震より２倍程度大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震名 南北方向 

（Ｓ２５°Ｅ） 

東西方向 

（Ｓ６５°Ｗ） 

上下方向 地震計 

今回の地震 

2011/03/11 

３１７．７ ２３４．１ １６０．３ ＳＳＡ－１ 

１９７８年 

1878/06/12 

２５０．９ ２４０．９ ９０．８ ＳＭＡＣ－Ｑ 

２００５年 

2005/08/16 

１２０．８ ７８．０ ５６．４ ＳＳＡ－１ 

表１ 仙台市内の同一観測点における最大加速度の比較（単位：ガル） 
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図１　住友生命ビルB2Fの観測記録(20110311)
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図 2 今回の地震と過去の宮城県沖地震の波形比較（仙台住友生命ビル：南北方向） 
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仙台市�住友生命ビル（仙台駅前）�地下2階�観測記録
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図3　疑似速度応答スペクトル(h=5%)の比較





 

 
住友生命ビル全景（被害なし） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

   （その２）東北工業大学１号館における地震動観測記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（a）NS 方向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（b）EW 方向 

図１ 1 階時刻歴波形 
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（a）NS 方向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（b）EW 方向 

図２ ４階時刻歴波形 
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図３ 加速度応答スペクトル（h=5%） 

 
  東北工業大学１号館を写真１に示した。東北工業大学には、耐震補強された５号館がある。（写真２） 
  １号館、５号館とも無被害であった。 
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              東北工業大学１号館全景（無被害） 
 
 

 
東北工業大学５号館 

         １９７８年の宮城県沖地震で被害を受け、日本最初の鉄骨 
外付け補強をした建物である。今回の地震では無被害であった。 

 




